
 
   
 先週金曜日、松倉君と根本君とソフトバンクに行ってきま

した。超高層ビルが建ち並ぶ浜松町に着いた瞬間、3人で「南

千住とは違うな」と呟き少し緊張。それでも、普段できない

体験に期待し胸を弾ませてソフトバンクへ。 

スマート化されたビル内は、掃除も警備もロボットが行い、

必要な場合は即座に人に知らせる。そのロボットが移動のた

めにエレベーターに乗ってきた場合は、人は譲らないといけ

ないルールになっているようです。人とロボットとの共生も

また新しい時代の生活様式になりそうですね。 

他にも、飲食店の混雑状況や割引案内、トイレの空き状況

が確認できる案内ディスプレイなど、人の手からロボットへ

仕事の移り変りを感じるとともに、ペーパレス（印刷物なし）、

キャッシュレス（現金決済なし）の実社会での現状は聞くと

見るとでは感じ方が大違い、未来を想像してしまいました。 

やはり、実際に見ること、経験することは大切です。この

機会（学び）に積極的に参加した二人は踏み出す力があった

のだと思います。それは、ものすごい力です。私たちは、多

くのことを実践の中で学んでいるのですから。失敗を含めて。 

だからこそ、新しいことや仕組みに関心をもち、まずやってみる、飛び込んで

みる。そんなチャレンジができる力が大切なのだと思います。 

  

 

【全日】中間考査が終わりました。考査中は皆さんの真剣な姿

勢を感じました。一人一人が向き合っている考査は、先生との

「これ教えたよな」「わかってるよな」に対して、「大丈夫です」

「覚えていますよ」と文字で返すコミュニケーションのように

感じます。「できた」「できなかった」よりも、この文字による

コミュニケーションを「返そうとした」「返す準備をした」か

が大切ですね。これも実践です。ムシはいけませんよね！！！ 

【定時】中間考査を真剣に受けているのは、進路活動中の 4 年生。背中に成長

を感じてしまいました。少し大きくなった背中は大人というより、「カッコイイ！」

と感じます。学びも成長も団体戦です。一人一人がみんなのために頑張る。そん

な当たり前の光景が、ここにはありますね。3月まで残

り約 6 カ月、更に成長するための実践は何がある？し

っかり後輩たちにも残してやってくれよな！ 

まだまだ、機会はあるぞ！！荒工生！ 

あらこう 散歩（Ｎｏ22）       

ぶらり、あらこう散歩 
き 

 

 

 

 

令和 4 年 10 月 17 日 
校長 西牧 豊実 

実践の中で学ぶ！ 

「未来を創る！彩る！荒川工業」 

 


